






























































































名 称

'*' 
廿 量

最高使用圧力

最高使用混度

個 数

［設 定 根 拠1

・ 重大事故等対処設備

LI個

MPa 

。C

容－8(1/3)

原子炉補機冷却水サージタンク加圧用

可搬型窒素ガスボンベ

46. 7 以上（46. 7) 

19. 6

40 

2以上（4 （予備2))

重大事故等時に使用する原子炉補機冷却水サージタンク加圧用可搬型窒素ガスボンベは，

以下の機能を有する。

原子炉冷却系統施設のうち原子炉補機冷却設備として使用する原子炉補機冷却水サージタ

ンク加圧用可搬型窒素ガスボンベは， 設計基準事故対処設備が有する原子炉格納容器内の

冷却機能が喪失した場合において炉心の著しい損傷を防止するため， 原子炉格納容器内の

圧力及び温度を低下させるために設置する。

系統構成は格納容器内自然対流冷却として， 原子炉補機冷却水サージタンク加圧用可搬型

窒素ガスボンベは原子炉補機冷却水の沸騰防止のため， 原子炉補機冷却水サ」ジタンクに

接続して窒素加圧し， C 0－原子炉補機冷却水ポンプによりC, 0－格納容器再循環ユニット

へ原子炉補機冷却水を通水で、 きる設計とする。 これらの系統構成については， 設備別記載

事項の設定根拠に関する説明書別添3 f技術基準規則第64条系統図jによる。

原子炉冷却系統施設のうち原子炉補機冷却設備として使用する原子炉補機冷却水サージタ

ンク加圧用可搬型窒素ガスボンベは， 炉心の著しい損傷が発生した場合に原子炉格納容器

内の圧力及び温度を低下させるために設置する。 また， 炉心の著しい損傷が発生した場合

に原子炉格納容器の破損を防止するため， 原子炉格納容器内の圧力及び温度並びに放射性

物質の濃度を低下させるために設置する。

系統構成は格納容器内自然対流冷却として 原子炉補機冷却水サージタンク加圧用可搬型

窒素ガスボンベは原子炉補機冷却水の沸騰防止のため， 原子炉補機冷却水サージタンクに

接続して窒素加圧し， C, 0－原子炉補機冷却水ポンプによりC, 0－格納容器再循環ユニット
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へ原子炉補機冷却水を通水で、きる設計と寸る。これらの系統構成については，設備別記載

事項の設定根拠に関する説明書別添3 r 技術基準規則第64条65条系統図jによる。

原子炉補機冷却水サー ジタンク加圧用可搬型窒素ガスボンベの保有数は，1セット2個，保

守点検中にも使用可能で、あるため，保守点検による待機除外時のパックアップ用は考慮せず

に故障時のパックアップ用として2個の合計4個を保管する。

l.容量

重大事故等時に使用する原子炉補機冷却水サージタンク加圧用可搬型窒素ガスボンベは ，

高圧ガス保安法の適合品である一 般汎用型の窒素ガスボンベを使用する。このため，当該ボ

ンベの容量は一 般汎用型の窒素ガスボンベの標準容量46.7L／個以上とする。
また，重大事故等時に原子炉補機冷却水の沸騰を防止するために原子炉補機冷却水サージ

タンクの気相部体屯コ内初期圧力CJ，陥叫からD1Pa[abs］に加圧するのに必要

な窒素量は京王 コザ（注 I ）であり，上記圧力下での原子炉補機冷却水サージタンク加圧用可

搬型窒素ガスボンベの窒素供給可能量は，京王 コザ｛削） であることから，原子炉補機冷却

水サージタンク加圧用可搬型窒素ガスボンベの必要個数は，口問仁出 τコポ）

となる。

このため，原子炉補機冷却水サー ジタンク加圧用可搬型窒素ガスボンベの設定個数は，

o�を上回る2個とする。

なお，C, D－原子炉格納容器再循環ユニットを使用した自然対流冷却による原子炉格納容

器内の冷却時は，原子炉補機冷却系統は健全でありリ ー クはなく連続加圧の必要はないた

め，加圧回数はl回とする。

公称値については，要求される容量と同じ46.7L／個とする。

2. 最高使用圧力

原子炉補機冷却水サー ジタンク加圧用可搬型窒素ガスボンベを重大事故等時において使用

する場合の圧力は，高圧ガス保安法の適合品であるボンベにて実績を有する充てん圧力であ

る19.6MPaとする。

3.最高使用温度

原子炉補機冷却水サージタンク加圧用可搬型窒素ガスボンベを重大事故等時において使用

する場合の温度は ， 高圧ガス保安法に基づき40℃とする。

E二コ 枠囲みの内容は機密情報に属しますので公開できません。
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